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2024年2月2日 

スカイマーク株式会社 

スカイマークは「FRY to FLY Project」に参画します 

～航空会社としては3社目の参画です～ 

スカイマーク株式会社（本社：東京都大田区、代表取締役社長執行役員：洞 駿（ほら はやお））は、 

国内資源循環による脱炭素社会実現に向けたプロジェクト「FRY to FLY Project」に参画します。 

「FRY to FLY Project」のシンボル 

「FRY to FLY Project」は、国内の家庭や店舗で発生する廃食用油を原料とするSAFで航空機が飛ぶ 

世界を実現するプロジェクトです。 

現在は、設立主旨に賛同した83の参加企業・自治体・団体（2024年2月2日時点）が相互に連携しつつ、

家庭や店舗等から排出される廃食用油の収集を促進し、さらに自治体との連携により廃食用油のSAFへ

の活用に関する教育活動を実施しています。 

当社は今後も、温室効果ガス排出量の少ない航空機の導入やSAFの利用に向けた取り組みを推進し、

「航空機でヒトとモノを運ぶ」ことを通して、社会の持続的な発展に貢献できるよう取り組んでまいります。 
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「FRY to FLY Project」の活動や最新のお知らせについては、特設ホームページよりご確認ください。 

特設ホームページ ： https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/initiative/fry-to-fly/ 

スカイマークのサステナビリティ情報については当社公式ホームページをご確認ください。 

サステナビリティ｜企業情報 ： https://www.skymark.co.jp/ja/company/#sdgs 

＜SAFについて＞ 

原料となるバイオマスや廃食用油、都市ごみなどの生産・収集から、製造、燃焼までのライフサイクルで、

従来の航空燃料に比べて温室効果ガスの排出量の大幅な削減が期待できるとともに、既存のインフラを 

そのまま活用できる航空燃料。 

 

＜スカイマークについて＞ (www.skymark.co.jp/) 

スカイマークは、1998年9月19日に羽田＝福岡線で就航した日本の航空業界における規制緩和により

認められた新規航空企業の第1号です。機材はBoeing737-800型機（177席）を29機使用し、国内12空港に

運航しています。安全確保を前提に、高い運航品質とシンプルで心のこもったサービスを身近な運賃で提

供する独自のビジネスモデルを追求しています。 

 

以上 

 

https://www.jgc.com/jp/esg-hsse/initiative/fry-to-fly/
https://www.skymark.co.jp/ja/company/#sdgs
http://www.skymark.co.jp/

